
前回は、愛西市自治基本条例の前文をご紹介しました。自治基本条
例は、自治の最高規範であり、自主自立のまちづくりをするための最
も基本的なルールを定めたものです。
今回は、条例の構成について紹介します。
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第 1章　総則（第 1条～第 4条）
　条例の目的、用語の定義、自治の基本的な考え方、自治の基本原則について書かれています。
第 2章　各主体の権利、権限及び責務（第 5条～第１５条）
　市民の権利と責務、市議会（議員）、市長の権限と責務、市職員の責務について書かれています。
第 3章　コミュニティの形成（第１６条～第２２条）
　市民や市がコミュニティの形成のためにすべきことが書かれています。
第 4章　市政運営と市民参画（第２３条～第３６条）
　市政運営の基本的な進め方と市政運営に対する市民参画のあり方について書かれています。
第 5章　他の自治体等との連携（第３７条）
　広域的な課題解決に向けて、他の自治体等との連携や協力をすることについて書かれています。
第 6章　最高規範性（第３８条）
　自治基本条例を愛西市の自治の最高規範と位置づけることについて書かれています。
第 7章　条例の運用と点検、検証（第３９条、第４０条）
　条例の運用と点検、検証の方法について書かれています。
第 8章　条例の改正（第４１条）
　自治基本条例を改正する場合は、広く市民の意見を聴くことについて書かれています。

愛西市自治基本条例は、前回ご紹介した前文と８つの章で構成されています。それぞれの章には、以下の内容について定められています。

今後も自治基本条例について紹介していきます。まちづくりについて一緒に考えていきましょう。

自治基本条例とまちづくり⑦

　市民協働課　☎（55）7113
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